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【手続補正書】
【提出日】平成31年1月23日(2019.1.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明に係る車両用空気調和装置は、開口部から進入した外気を誘導する板部材と、前
記板部材により誘導された前記外気を吸引して、室内に前記外気を送出する複数の室内送
風機と、を備え、前記複数の室内送風機は、前記開口部の近くに配置された第一の室内送
風機と、前記開口部に対して前記第一の室内送風機より遠くに配置された第二の室内送風
機と、を含み、前記板部材は、前記開口部から前記第一の室内送風機へ前記外気が直接流
入しないように進行方向を変更するものである。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　以下、本発明の車両用空気調和装置の実施の形態について、図面を参照して説明する。
なお、図面の形態は一例であり、本発明を限定するものではない。また、各図において同
一の符号を付したものは、同一の又はこれに相当するものであり、これは明細書の全文に
おいて共通している。さらに、以下の図面では各構成部材の大きさの関係が実際のものと
は異なる場合がある。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開口部から進入した外気を誘導する板部材と、
　前記板部材により誘導された前記外気を吸引して、室内に前記外気を送出する複数の室
内送風機と、を備え、
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　前記複数の室内送風機は、前記開口部の近くに配置された第一の室内送風機と、前記開
口部に対して前記第一の室内送風機より遠くに配置された第二の室内送風機と、を含み、
　前記板部材は、前記開口部から前記第一の室内送風機へ前記外気が直接流入しないよう
に進行方向を変更する
　ことを特徴とする車両用空気調和装置。
【請求項２】
　前記板部材は、前記開口部に対向する位置に設けられる対向部を有する
　ことを特徴とする請求項１に記載の車両用空気調和装置。
【請求項３】
　前記板部材は、前記外気を誘導する誘導方向に延びる誘導部を有する
　ことを特徴とする請求項２に記載の車両用空気調和装置。
【請求項４】
　前記板部材は、角部に面取り加工が施されている
　ことを特徴とする請求項３に記載の車両用空気調和装置。
【請求項５】
　前記板部材は、前記複数の室内送風機に近い側の一辺を軸として回動自在である
　ことを特徴とする請求項１に記載の車両用空気調和装置。
【請求項６】
　前記板部材は、前記外気を前記複数の室内送風機に分配する
　ことを特徴とする請求項１～５のいずれか一項に記載の車両用空気調和装置。
【請求項７】
　前記板部材は、前記外気を均等に分配する
　ことを特徴とする請求項６に記載の車両用空気調和装置。
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